
平成 25年度年次報告

課題番号：5010

（１）実施機関名：

（独）産業技術総合研究所

（２）研究課題（または観測項目）名：

断層深部における変形・すべり過程の解明

（３）最も関連の深い建議の項目：

2. 地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（4）地震発生・火山噴火素過程

ア．岩石の変形・破壊の物理的・化学的素過程

（４）その他関連する建議の項目：

2. 地震・火山現象解明のための観測研究の推進

（4）地震発生・火山噴火素過程

イ．地殻・上部マントルの物性の環境依存性

（５）本課題の５か年の到達目標：

　内陸断層深部及びプレート境界深部で見られる非地震性滑りから地震性滑りへの遷移メカニズムを

それぞれ明らかにし，震源付近における応力集中過程と大地震への発展を解明する．さらに，地震破

壊の準備過程で起こる現象を統一的に説明できるモデルの提案を目指す．

（６）本課題の５か年計画の概要：

　平成 21-22年度においては、かつての断層深部が地表に露出している断層について，震源相当深度

において破壊核となった可能性のある場所と，それ以外の場所での応力履歴の違いを検討する．また、

ガス圧式高温高圧岩石変形試験機を用い，蛇紋岩の，脆性-塑性変形遷移条件での変形強度と速度依存

性を計測する．さらに，様々な内部構造（クラック密度・間隙率等）を有する岩石試料を用いて岩石

変形または断層滑りに伴う微小破壊と弾性波減衰等の物性値を稠密に計測する．

　平成 23-24年度においては，引き続きかつての断層深部が地表に露出している断層についての調査

を継続するとともに，明らかになった断層深部の変形をガス圧式高温高圧変形試験機で再現すること

により，断層深部滑りの力学的性質を明らかにする．また，岩石中の孔隙構造から変形時の応力を推

定する手法を開発する．さらに，岩石変形または断層滑りに伴う物性値の計測データを詳細に解析し，

自然地震との対比を行い，岩石破壊モデルと摩擦モデル（あるいはそのパラメータ）の高度化を行う．

　平成 25年度においては，前年度までの結果を基にゆっくり地震から大地震への発展をシミュレー

ションするための断層深部滑りモデルを構築する．さらに，地震破壊の準備過程で起こる現象を統一

的に説明できるモデルを提案する．

（７）計画期間中（平成 21年度～25年度）の成果の概要：
　中央構造線のボーリングコアに含まれる断層岩を調べ過去の応力状態を見積もった．脆性-塑性遷移

領域直上で被った差応力は 100 MPa未満，脆性-塑性遷移領域直下で被った差応力は 200 MPa程度で

あることが明らかになった．比較的低温でも脆性ー塑性遷移領域が現れる蛇紋岩を用いて、高温高圧



下での変形挙動を観測し，蛇紋岩について摩擦構成則に関するパラメータのマッピングを完成させた．

人工的な亀裂を持つ試料の破壊実験を行い，震源核形成過程における周期的封圧変動の影響を調べた．

封圧変動に同期して震源核形成域の大きさが増減することを明らかにした．微小破壊活動から推定さ

れる亀裂の進展と封圧変動の相関がよいことが分かった．さらに H25年度は，花崗岩試料を使った室

内実験によって観測された AE（Acoustic Emission）の P波パルス幅を解析し，応力および間隙水圧変

化によって誘発された微小地震活動の破壊過程を調べた．応力によって誘発された AEと間隙水圧変

化によって誘発された AEの震源プロセスについて，それらの間に大きな違いがあり，AEの波形観測

によって検出できるということがわかった．これらの成果は，本課題の計画に沿ったものである．
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